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　一連の「批判的」経営学の動向を通じて，今日間わ
れている経営学上の諸問題．資本を問い，労働を問題
にし，それが企業一経済の基本的単位を媒介にして管
理の本質が，原点が改めて検討されている状況を追い
つつ，基本的視角を求める作業を続けた。「批判的」
管理論の展開　　コンスタンツ・グループ｛5）（「経営
論集」25巻1，2号），「投資管理」をめぐって一「批
判的」経営学の現状（6）（「経営論集」25巻3，4号）。必
づしも充分な成果をみているとはいいがたいが，テー
マへの接近を試みたものである。
　その作業は主として70年代における西ドイツの企業
をめぐる一連の動き，それを核として展開されている
動きを明確にしていく過程で問いかけているものであ
る。拡大共同決定法，労働のヒューマニズム化，それ
と結びつく反流れ作業の動き，投資管理……資本対労
働とその対立を尖鋭化し，これまでの経営経済学に対
する体制順応的性格を批判し，その批判のみにとどま
らず，労働の復権を求めて新たな方途を企図し，すぐ
れて企業を変革の場として把えていることに注目しな
ければならないであろう。
　「批判的」経営学の動きと典型化しうるものは，
DGB（ドィッ労働組合総同盟）の付属機関・経済・
社会科学研究所（W・S・1）によって提起された労働志
向個別経済学にみることができる。組織労働者＝依存
する従業員の立場に立って，資本志向の合理性にとっ
てかわって解放された合理性を軸に据え，労働志向利
害を明確に打ち出しているものである。このような新
たな方途を求める動きは，最近の状況をみれば決して
これに尽きるものではない。
　民主化，民主的規制を契機に“実践”の動きから経
営経済学を検討するこの動きになおしばらくは作業を
加えながら，経営学の基本問題に取り組んでみたい。
　日本における経営学研究の過程を振りかえれば，批
判的経営学の地道な作業も昭和初期から始まってい
る。しかしその流れを総括すれば，資本主義体制下に
おける企業活動に対して，さらにはそこに寄生する諸
理論に対する批判に終始していたといってよい。勿
論，その作業を通じてなされた本質論を中心とした理
論的成果を評価しないわけにはいかない。しかし，70
年代を契機に世界経済との動向，最初の成立以来60年
を数えるに至った社会主義体制下での経営をめぐる現1
実の諸問題が提起されてきている状況，さらに，所有
の問題を含めて労働者の主体性をみようとする自主管
理運動などをみれば，そのどれをとってみても批判的
経営学自体が再検討されてくる必然性をみることはで
きよう。
　西ドイツにおいてみる経営経済学批判をそれと同一
の基盤に立って論じうるかどうかは疑問が残る。広く
解すればその関連性をみることもできよう。なおしば
らくはその動ぎに若干の留保をつけつつ「批判的」研
究として検討したい。
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